
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
本会議・委員会・協議会等の様子をYouTubeで配信しています。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総

額
が
前
年
度
比
約
４
・
２
％
の
増
加
と

な
る
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
453
億
５
千

万
円
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
に
当

た
り
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
予
算
特
別
委
員
会
（
沖
浦
あ
つ
し
委

員
長
）
に
付
託
し
、
７
日
間
に
わ
た
り

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
８
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替
え

動
議
が
提
出
さ
れ
、
否
決
し
た
後
、
原

案
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。（
詳
細
は
２
面
に
掲
載
）

な
お
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
３
つ
の
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
第
1
回

　

定
例
会
日
誌

【
１
月
】

22
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
、
陳
情
の
採
決
、
市

長
報
告
、
令
和
３
年
度
施

政
方
針
）

26
日　

�

本
会
議
（
令
和
３
年
度
施

政
方
針
の
質
疑
、
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
）

27
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

【
２
月
】

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
日　

�

本
会
議
（
議
員
提
出
議
案

の
審
議
・
採
決
、
一
般
質

問
、
議
案
の
審
議
・
委
員

会
付
託
、
陳
情
の
委
員
会

付
託
）

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

17
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

18
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別

委
員
会

　
　
　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会

19
日　

予
算
特
別
委
員
会

22
日　

予
算
特
別
委
員
会

24
日　

予
算
特
別
委
員
会

26
日　

予
算
特
別
委
員
会

【
３
月
】

１
日　

予
算
特
別
委
員
会

２
日　

予
算
特
別
委
員
会

３
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別

委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

５
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

会
期
の
延
長
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

８
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
）

本
補
正
予
算
は
、
東
京
都
浸
水
予
想
区

域
図
及
び
市
防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
に
伴
い
、

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
の
浸
水

対
策
等
を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

実
施
設
計
に
お
い
て
設
計
見
直
し
業
務
を

委
託
す
る
た
め
の
、「
新
庁
舎
等
建
設
に

要
す
る
経
費
」（
千
789
万
７
千
円
）
が
計

上
さ
れ
、
債
務
負
担
行
為
を
令
和
４
年
度

ま
で
の
期
間
で
設
定
す
る
も
の
で
す
。

２
月
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予
算
特

別
委
員
会
（
沖
浦
あ
つ
し
委
員
長
）
に
付

託
し
、
３
月
２
日
、
３
日
及
び
５
日
の
計

３
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
８
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
１
月
22
日
に
開
会
し
、
３
日
間

の
会
期
延
長
を
経
て
、
３
月
８
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

本
補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
を
目
的
と
し
た
、

会
場
設
営
等
委
託
料
、
個
別
接
種
及
び
集

団
接
種
の
委
託
料
等
を
含
む
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る

経
費
」（
６
億
７
千
308
万
４
千
円
）、
要
件

を
満
た
す
中
小
企
業
者
等
に
対
し
、
市
内

に
お
け
る
経
済
活
動
の
維
持
及
び
事
業
継

続
支
援
を
目
的
と
し
た
、
１
事
業
者
当
た

り
原
則
10
万
円
を
支
給
す
る
、
こ
が
ね
い

事
業
者
特
別
支
援
金
を
含
む
、「
商
工
振

興
に
要
す
る
経
費
」（
５
億
２
千
245
万
７

千
円
）
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
上
程
し
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

３
月
８
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市税
209億616万円 46.1%

国庫支出金  84億4,627万円　18.6%

その他
43億 7,447万円　 9.7%

地方消費税交付金
24億9,800万円　  5.5%
繰入金
20億31万円　　   4.4%

都支出金
71億2,479万円　15.7%

歳入その他
　3億9,553万円　  1.0%
議会費
　3億7,550万円　  0.8%
消防費
15億 5,496万円　  3.4%
公債費
22億8,818万円　  5.0%
土木費
37億2,941万円　  8.2%

民生費　236億8,961万円　52.2%
衛生費 51億6,159万 円　11.4%
教育費　　 42億1,128万円　  9.3%
総務費　　 39億4,394万円　  8.7%

歳出

一般会計 予算額453億5,000万円 ※金額は、千円の位を
四捨五入しています。

第
1
回
定
例
会
の
概
要

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
を
可
決

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

事業者特別支援金等を含む補正予算を可決

新
庁
舎
等
の
浸
水
対
策
等
の
補
正
予
算
を
可
決

一
般
会
計
当
初
予
算
を
可
決

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
を
可
決
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

１
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
沖
浦
あ
つ
し
委
員

長
）
に
付
託
し
、
２
月
19
日
、
22
日
、

24
日
、
26
日
、
３
月
１
日
、
２
日
及

び
３
日
の
計
７
回
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

た
め
の
接
種
券
の
作
成
・
郵
送
、
ま

た
、
問
合
せ
を
受
け
付
け
る
た
め
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設
に
要
す
る
費

用
を
含
む
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
経
費
」

（
１
億
５
千
878
万
７
千
円
）、
二
枚

橋
焼
却
場
跡
地
に
不
燃
・
粗
大
ご
み

積
替
え
・
保
管
施
設
を
建
設
し
、
令

和
４
年
３
月
か
ら
本
格
稼
働
す
る
た

め
の
工
事
等
に
係
る
費
用
を
含
む

「
塵
芥
処
理
に
要
す
る
経
費
」（
21

億
千
345
万
５
千
円
）、
小
・
中
学
校

の
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
の
た
め
、
便

器
の
洋
式
化
を
行
う
た
め
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
の
費
用
を
含
む
「
学
校
施

設
整
備
に
要
す
る
経
費
」（
１
億
２

千
869
万
４
千
円
）
な
ど
で
す
。

３
月
３
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

３
月
８
日
の
本
会
議
で
は
、
板
倉

議
員
ほ
か
２
名
か
ら
、「
新
庁
舎

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
実
施
設

計
委
託
料
」
の
減
額
や
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
委
託
料
」
の
増
額
等
の
変
更
を
求

め
る
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
否
決
し
た
後
、
原
案
に
つ
い

て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

加
が
不
十
分
な
ま
ま
、
大
量
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い

る
状
況
は
本
来
良
く
な
い
。

各
計
画
の
策
定
は
、
住
民
自
治
を

育
む
重
要
な
過
程
で
あ
り
、
全
て
の

計
画
に
今
の
子
ど
も
た
ち
の
考
え
が

反
映
さ
れ
る
方
法
に
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
日
本
で
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
反
応
が
報
告
さ
れ
た
。
接
種
は
強

制
で
は
な
く
、
接
種
し
な
い
か
ら
、

感
染
し
た
か
ら
と
差
別
を
受
け
る
こ

と
な
ど
が
決
し
て
な
い
よ
う
に
、
慎

重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

賛
成
す
る
上
で
つ
け
た
点
数
は
25

点
。
評
価
す
る
点
は
、
多
様
な
性
の

在
り
方
の
講
座
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
の
利
用
者
等
も
市
営
住

宅
等
に
入
居
申
込
み
で
き
る
条
例
改

正
、
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
の
見

直
し
の
検
討
等
。
課
題
は
、
更
な
る

気
候
危
機
対
策
、
は
け
と
野
川
を
壊

す
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
が
都
市

マ
ス
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

学
校
給
食
調
理
業
務
の
委
託
や
玉
川

上
水
の
桜
優
先
の
維
持
管
理
は
、
市

民
の
声
を
聞
き
、
市
の
責
任
の
明
確

化
を
、
ま
た
、
困
っ
て
い
る
人
に
寄

り
添
う
コ
ロ
ナ
対
策
を
求
め
る
。

安
解
消
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
は
、
い
よ
い
よ
建
設
工
事
着
手

の
年
で
あ
る
。
学
校
・
図
書
館
等
の

更
新
問
題
に
差
し
掛
か
る
場
面
で
、

な
お
さ
ら
新
庁
舎
問
題
だ
け
で
立
ち

止
ま
る
べ
き
で
は
な
い
。
現
行
計
画

を
着
実
か
つ
迅
速
に
成
し
遂
げ
る
こ

と
を
求
め
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

課
題
だ
っ
た
学
校
ト
イ
レ
洋
便
器

率
向
上
に
加
速
度
を
上
げ
て
取
り
組

む
等
、
市
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る

重
要
な
予
算
で
あ
る
た
め
賛
成
す
る
。

た
だ
し
、
①
市
た
ば
こ
税
や
ふ
る
さ

と
納
税
等
歳
入
確
保
に
必
死
で
取
り

組
む
こ
と
、
②
第
三
小
学
校
の
建
替

え
等
の
設
計
が
１
年
後
に
始
ま
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
機
能
不
全
な
た
め
、
早
期

に
体
制
を
作
り
直
す
こ
と
、
③
学
校

の
光
熱
水
費
の
予
算
編
成
が
現
場
に

厳
し
い
状
況
を
押
し
付
け
て
い
る
こ

と
等
に
改
善
を
求
め
る
。
市
役
所
変

革
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
予
算
は
、

市
税
収
入
が
約
５
億
７
千
400
万
円
の

減
と
見
込
ま
れ
る
。
暮
ら
し
を
守
る

重
要
な
予
算
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、

歳
入
増
へ
の
不
断
の
努
力
と
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
緊
張
感
を
持
っ
た
大
胆

な
事
業
見
直
し
が
今
後
必
要
。
冒
険

遊
び
場
の
人
件
費
増
は
評
価
で
き
る
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場
所
で
あ
る

実
態
を
強
く
認
識
し
、
今
後
は
人
材

育
成
の
た
め
の
経
費
も
期
待
す
る
。

市
民
生
活
で
は
、
生
活
困
窮
や
更
な

る
孤
立
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
出
向
く

支
援
、
寄
り
添
い
型
の
伴
走
支
援
が

で
き
る
人
員
体
制
を
求
め
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山　

薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

予
算
に
は
賛
成
す
る
が
、
市
民
参

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

一
連
の
経
緯
に
鑑
み
て
、
ま
ず
必

要
な
こ
と
は
、
か
く
も
ず
さ
ん
な
設

計
に
つ
い
て
の
、
市
、
設
計
業
者
、

Ｃ
Ｍ
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
業
者
等
の
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
責
任
を
明

ら
か
に
し
な
い
ま
ま
公
金
を
注
ぎ
込

む
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
本

補
正
予
算
は
新
庁
舎
敷
地
の
一
部
が

豪
雨
の
際
に
水
没
す
る
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
。「
敷
地
水
没
庁

舎
」
を
つ
く
る
こ
と
は
適
切
と
は
言

え
な
い
。
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

東
京
都
の
浸
水
予
想
区
域
図
変
更

を
も
っ
て
、
設
計
業
者
の
予
見
可
能

性
や
善
管
注
意
義
務
を
問
う
声
が
あ

る
が
、
設
計
業
者
が
課
題
管
理
シ
ー

ト
に
よ
り
水
害
対
策
の
情
報
を
得
て

い
た
と
し
て
も
、
何
を
ど
こ
ま
で
対

策
す
る
か
は
発
注
者
で
あ
る
市
の
判

断
で
あ
り
、
設
計
業
者
に
責
任
を
問

う
こ
と
は
適
切
で
な
く
、
情
報
共
有

の
在
り
方
等
の
課
題
は
あ
る
が
、
や

り
直
し
の
予
算
で
あ
る
と
の
指
摘
は

当
た
ら
な
い
。
立
ち
止
ま
っ
て
必
要

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

本
陳
情
書
は
、
昨
年
８
月
末
で
閉

鎖
さ
れ
た
常
設
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
市
民
生
活
が
大
変

に
な
る
中
、
市
民
の
暮
ら
し
の
支
援

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、

ワ
ク
チ
ン
頼
み
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
な
ど
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。
第
三
に
、
市
民
犠
牲
の
行
革
で

は
な
く
、
市
民
生
活
を
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。
第
四
に
、
市
民
生

活
を
支
援
す
る
財
源
を
約
110
億
円
の

新
庁
舎
等
建
設
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で

生
み
出
す
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
市
長
の
優
先
整
備
路
線
ヘ
の

公
約
を
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
記
述
に
反
映
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
予
算
規
模
４
億
３
千
600

万
円
、
項
目
数
で
は
150
以
上
に
わ
た

る
関
連
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、
総
額
で
１
億
５
千
万
円
を

超
え
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
関
す

る
経
費
は
、
市
民
の
命
を
守
る
極
め

て
重
要
な
予
算
と
言
え
る
。
そ
の
他
、

小
・
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
を
100
基

増
や
し
、
全
中
学
校
の
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
を
整
備
す
る
こ
と
、
義
務
教

育
就
学
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
に
つ
い

て
も
保
護
者
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す

る
こ
と
等
を
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

当
初
予
算
ベ
ー
ス
過
去
最
高
額
の

本
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
き
こ
と

を
最
優
先
に
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
予
算
と
言
え
る
。
か

か
り
つ
け
医
や
近
く
の
診
療
所
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
等
、
市
民
の
不

と
な
る
賃
料
は
、
年
額
２
・
６
億
円
、

28
年
間
の
総
額
は
70
億
円
を
超
え
て

お
り
、
一
日
も
早
く
決
着
す
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

こ
の
予
算
は
実
施
設
計
変
更
の
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
新
庁
舎
等
の
基

本
設
計
に
着
手
し
て
か
ら
生
じ
た
諸

々
の
条
件
変
更
が
原
因
で
、
必
要
不

可
欠
で
あ
る
た
め
賛
成
す
る
。
し
か

し
、
防
災
マ
ッ
プ
改
訂
の
前
提
と
な

る
浸
水
予
想
区
域
図
変
更
に
つ
い
て
、

東
京
都
か
ら
市
へ
情
報
提
供
後
、
マ

ッ
プ
完
成
時
ま
で
の
課
題
認
識
に
至

る
姿
勢
や
庁
内
で
の
情
報
共
有
等
、

多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
マ

ッ
プ
改
訂
後
、
設
計
変
更
の
方
針
決

定
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
。
こ
れ
ら

が
工
期
と
予
算
に
影
響
を
与
え
た
お

そ
れ
が
あ
り
、
猛
省
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

本
議
案
は
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新

福
祉
会
館
を
設
計
す
る
に
当
た
り
、

業
務
着
手
後
に
変
更
さ
れ
た
浸
水
予

想
区
域
図
に
対
応
す
る
た
め
の
単
純

な
設
計
変
更
の
予
算
で
あ
る
。
こ
の

議
案
に
反
対
す
る
こ
と
は
、
予
算
が

可
決
さ
れ
、
作
業
が
終
盤
と
な
っ
て

い
る
原
設
計
か
ら
の
変
更
を
否
定
し
、

現
業
務
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

床
上
浸
水
す
る
庁
舎
建
設
を
容
認
す

る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
設
計
変
更

へ
の
市
の
意
思
決
定
が
遅
れ
た
こ
と

は
強
く
反
省
を
求
め
る
。
加
え
て
、

設
計
延
長
期
間
に
耐
震
シ
ス
テ
ム
を

統
一
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

【誤】：庁舎及び新福祉会館の建設に関して、 
　 　 抜本的見直しを求める陳情書

【正】：庁舎及び福祉会館の建設に関して、
　　　抜本的見直しを求める陳情書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

総
事
業
費
が
110
億
円
に
も
及
ぶ
新

庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設

に
つ
い
て
、
こ
の
陳
情
に
対
し
て
の

署
名
は
614
筆
、
以
前
提
出
さ
れ
た
ほ

ぼ
同
内
容
の
陳
情
と
合
わ
せ
る
と
千

65
筆
と
な
る
こ
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
は
、
150
人
か
ら
約
400
件
も

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
・
広
場
の
確
保
・
免
震
構
造
を
求

め
る
声
が
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
、
コ

ロ
ナ
危
機
の
中
で
、
市
財
政
は
大
変

厳
し
く
、
そ
の
上
、
更
な
る
市
民
生

活
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
設
計
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
。

所
を
市
民
が
利
用
し
や
す
い
場
所
に

確
保
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方

策
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
全
面
的
に
賛
同
で
き

る
。
市
議
会
は
、
昨
年
の
３
月
定
例

会
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
の
存
続

を
求
め
る
陳
情
書
を
採
択
し
、
再
開

を
求
め
る
決
議
を
可
決
し
て
い
る
。

本
陳
情
書
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
の
再
開
を
求
め

る
も
の
で
、
市
民
の
当
然
の
要
求
で

あ
る
。
常
設
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

を
早
期
に
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

１
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
紀
由
紀
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
２
月
16
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に

定
め
ら
れ
た
基
本
的
施
策
を
実
現
し
、

法
の
基
本
理
念
の
実
現
等
を
図
り
、

よ
り
広
く
専
門
的
な
知
見
か
ら
協
議

を
進
め
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

３
月
５
日
の
本
会
議
で
は
、
渡
辺

（
大
）
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
行
政
全
般
に
つ
い
て
主
体
的
に

政
策
等
を
建
議
で
き
る
規
定
を
所
掌

事
項
に
追
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
修

正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
８
日
の
本
会
議
で
は
、
修
正

案
に
つ
い
て
否
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

お詫びと訂正
市議会だより第272号（２月19日発行）の

掲載内容に誤りがありました。お詫びして
訂正します。
２面「審議した主な議案」　４段目

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
回
）

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
の

再
開
を
求
め
る
陳
情
書

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
の

建
設
に
関
し
て
、
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例
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○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

水
上
　
洋
志

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子

請願・陳情の審議結果（その１）
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会　　庁：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
　　　　　　行：行財政改革推進調査特別委員会

行財政改革のさらなる推進に向けて、事務事業評価シートの速やかな作成を求める陳情書 行 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

中期財政計画及び庁舎・福祉会館建設に係る財政計画につき市民説明会の開催を求める陳情書 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

リサイクル事業所の再開を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採　択

政務活動費を用いてのコピー代金の適正化を求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

コロナ危機の中で学ぶ子どもたちに少人数学級の実現で、学ぶ権利を保障する陳情書 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

「余剰食品はゴミ？」フードドライブ所管部局名によって生じるやるせない気持ちの払しょくを求める
陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

温室効果ガス排出ゼロに対し市として考えていることならびに今後の取り組みについて聞く陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

国に対して「国の責任で安全・安心な保育・学童保育の実現を求める意見書」の提出を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

市の指定収集ごみ袋への広告掲載で、歳入を確保することを求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

コロナによる税収減不可避状態にある市が市民に５０億円もの借金をさせることを正当であるとする論
理的根拠の説明を求める陳情書 庁 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 採　択

市選挙管理委員会委員の選出方法の改善を求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

２０５０年温室効果ガス排出ゼロ目標が政策化したことによる小金井市のゴミゼロ推進にかかる具体的な
取り組みを聞く陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

温室効果ガス排出ゼロ目標においてオリックス資源循環株式会社を利用することへの見解を聞く陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

東小金井駅北口駅前の区画整理事務所を早期撤去し、早期に駅前公園を整備すること等を求める陳情書 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

欠陥民主主義と評される日本の民主主義完全化のため駅出口における臨時投票所の設置を求める陳情書 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

小金井市シルバー人材センター理事選任に関し、理事会においての会員推薦理事候補排除を止めるよ
う指導することを求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

シルバー人材センターの事務費項目に対して市が用いる定義と公文書に同項目が賛助金とある記述に
対する整合的説明を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

シルバー人材センター事務費率が1０.796％であることに同団体特別会員理事兼市職員ならびに福祉保
健部の見解を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

小金井市シルバー人材センターにおいて法人会計が存在する意味の説明を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
　　　　　情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

※　紙面の都合により、陳情の要旨は省略しています。

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の
令和３年度小金井市一般会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × △ × × × × 即 否　決

令和３年度小金井市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 予 原案可決

小金井市スポーツ推進審議会条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

小金井市スポーツ推進審議会条例に対する修正案（議員提案） × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × 即 否　決

小金井市介護福祉条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 厚 原案可決

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第1回） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

小金井市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 厚 原案可決

小金井市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 厚 原案可決

小金井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 厚 原案可決

小金井市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 厚 原案可決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の
小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例、小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

小金井市高齢者住宅条例及び小金井市市営住宅条例の一部を改正する条例、小金井市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例 建 原案可決

小金井市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例、小金井市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 総 原案可決

令和２年度小金井市一般会計補正予算（第1２回）、令和２年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第３回）、令和２年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第２回）、令和２年
度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）、令和２年度小金井市下水道事業会計補正予算（第1回）、令和３年度小金井市下水道事業会計予算 予 原案可決

令和２年度小金井市一般会計補正予算（第11回）、令和３年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第1回）、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例、令和２年度小金井市一般会計補正予算（第1３回）、令和３年度小金井市一般会計補正予算（第２回） 即 原案可決

人権擁護委員候補者の推薦について 即 異議ない旨
の意見提出
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

市 議 会 だ よ り― 3 ― 令和 3年（2021年）4月20日発行（273号）



（4面～6面）?!2 月 8 日、9日、12日
※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
ＱＲコードをスマートフォン等で読み取ると、YouTubeで 
ご覧いただくことができます。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井
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請願・陳情の審議結果（その２）
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会　　庁：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
　　　　　　行：行財政改革推進調査特別委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

シルバー人材センターにおける受取材料費と支払材料費の差額についての説明を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

シルバー人材センター事務局長兼常務理事推薦における部長相当職者要望に関して推薦にかかる作業
ならびに妥当性を問う陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択

シルバー人材センター事務局長兼常務理事の市推薦において市職員でない者に対して市長の人事権が
及ぶことへの説明を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択

小金井市シルバー人材センターの請求における消費税の扱いについての説明を求める陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

公益社団法人小金井市シルバー人材センター名誉会長西岡真一郎氏に対して会員要望書への返答はし
ないのかについて問う陳情書 厚 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 不採択

前回市議会議員選挙における各候補の公費助成受給状況を明らかにすること等を求める陳情書 総 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × △ △ △ ○ ○ ○ ○ × × × × 不採択

リサイクル事業所残置物がリユース品でなかったら何だったかの回答を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択

小金井市の一人当たりゴミ処理費用が全国平均より異常に高い理由の解説と高止まりのままでこれを
続けるのかの確認を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 不採択

水がたまることがわかっている場所に対する当事者らの認識についての確認を求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 不採択

議員定数に関する市民投票（議会発議）の実施を求める陳情書 議 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 不採択

状況の変化により熟慮が求められる新庁舎建設計画において改選前議員の意図により不可逆的な状態
を作らないことを求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 不採択

有権者の１８％程度にしか支持されない人物が全市民のお金を使うことに関して拙速な行動をしないこ
とを求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × △ × × × × 不採択

リサイクル事業所残置物をシルバーが廃棄処分した際にごみ発生抑制を指導する立場にある環境部が
行った作業の開陳を求める陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 不採択

リデュース推進という市の方針への挑戦と見受けられるリサイクル事業所閉鎖後の物品廃棄について
特別会員理事の見解を聞く陳情書 建 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 不採択

庁舎及び福祉会館の建設に関して、抜本的見直しを求める陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 不採択

【庁舎等建設】大幅コストダウンの市民案と、ムダな経費がかかる市長案の比較検討を行うことを求め
る陳情書 庁 × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 不採択

コロナ禍における政治活動（選挙運動など）に関して一定の常識的対応を求める陳情書 総 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × 不採択

※　紙面の都合により、陳情の要旨は省略しています。
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の
情
報
収
集
及

び
分
析
の
在
り
方
は
、
技
術
革

新
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
の

で
、
引
き
続
き
注
視
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議員が議案を審議・議決する以外に、市政全般にわたり、
市長や行政機関などに対し、質問することができます。
市が行う事務の状況や将来に対する方針などについての質

問をし、報告や説明を求めることをいいます。

議会Ｑ＆Ａ
Ｑ　一般質問はいつ行われるの？
Ａ　原則 ３月、６月、９月、１２月の年 ４回の定例会で行います。

Ｑ　質問時間はどのくらい？
Ａ　 １人 １回おおむね １時間以内です。

Ｑ　傍聴はできるの？
Ａ　�だれでも傍聴できますので、議会事務局で傍聴の手続を
してください。なお、感染症対策のため、傍聴席数を減
らしております。

一般質問とは

市
職
員
の
防
災
訓
練
と

防
災
体
制
の
見
直
し
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
教
員
負
担
軽
減
と

保
護
者
利
便
性
両
立
を

震災図上訓練写真
横浜市の試験導入に関する調査
報告書（抜粋）
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渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

公
明
党
の
山
口
代
表
は
、
本

年
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
た
な

展
望
を
開
く
ス
タ
ー
ト
の
年
に

と
決
意
を
語
り
、
国
民
の
命
の

か
か
っ
た
ワ
ク
チ
ン
事
業
に
失

敗
は
許
さ
れ
な
い
と
総
理
に
申

し
上
げ
た
。
我
々
も
同
じ
覚
悟

で
地
域
を
守
り
抜
き
た
い
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
向
け
、
我
が
市
の
体
制

整
備
に
つ
い
て
問
う
。
ア
練
馬

区
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
た
市
医

師
会
等
と
の
協
力
体
制
に
つ
い

て
。
イ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
専
任

す
る
職
員
の
確
保
に
つ
い
て
。

ウ
接
種
券
の
配
布
か
ら
接
種
へ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
周
知
方
法

に
つ
い
て
。
エ
感
染
者
の
現
状

や
、
自
宅
療
養
者
、
濃
厚
接
触

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

消
費
税
増
税
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
本
経
済
は

未
曽
有
の
経
済
危
機
を
引
き
起

こ
し
か
ね
な
い
状
況
で
あ
り
、

再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
で
更
に

追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。

経
済
回
復
と
国
民
の
生
命
・
生

活
を
守
る
た
め
、
次
の
３
点
を

国
に
対
し
、
強
く
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。
ア
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
間
約

30
％
下
が
っ
た
と
す
れ
ば
、
失

業
率
が
３
％
上
が
り
、
６
千
人

以
上
の
自
殺
者
が
出
る
可
能
性

が
あ
る
。
経
済
回
復
の
起
爆
剤

と
し
て
、
時
限
的
に
、
全
品
軽

減
税
率
と
い
う
形
の
消
費
税
減

税
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
イ

昨
年
の
段
階
で
、
真
水
100
兆
円

規
模
の
財
政
出
動
で
売
り
上
げ

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
昨
年
導
入
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
や
新
年
度
か

ら
制
度
利
用
者
等
が
市
営
住
宅

等
に
入
居
申
込
み
で
き
る
条
例

改
正
を
評
価
し
て
い
る
。
更
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
。
ア
生
き

づ
ら
さ
を
解
消
す
る
た
め
、
制

度
利
用
者
等
の
意
見
を
聞
こ
う
。

イ
先
進
自
治
体
を
参
考
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
等
を
。

課
長　

ア
他
自
治
体
の
状
況

把
握
な
ど
に
努
め
た
い
。 

部
長　

イ
検
討
で
き
る
よ
う

他
市
の
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

❷
「
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
の
表
現
の
手
引
」
を
周

知
・
徹
底
し
よ
う
。
ア
ど
の
よ

う
に
周
知
徹
底
し
て
い
る
の
か
。

イ
市
が
委
託
・
後
援
す
る
事
業

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

日
本
政
府
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
の
政
府
目

標
を
表
明
し
た
。
小
金
井
市
と

し
て
も
省
エ
ネ
の
更
な
る
徹
底

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
が
重
要
で
あ
る
。
ア
省

エ
ネ
対
策
の
取
れ
て
い
な
い
住

宅
の
断
熱
不
足
が
健
康
に
与
え

る
リ
ス
ク
は
。
イ
地
球
温
暖
化

対
策
と
健
康
維
持
に
役
立
つ
省

エ
ネ
健
康
住
宅
の
普
及
を
図
っ

て
い
か
な
い
か
。
ウ
小
金
井
市

で
も
高
断
熱
建
築
物
の
認
証
制

度
を
検
討
し
て
い
か
な
い
か
。

エ
令
和
３
年
４
月
か
ら
建
築
物

省
エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
建
築

士
は
建
築
主
に
対
し
、
住
宅
の

省
エ
ネ
性
能
に
関
す
る
説
明
が

義
務
化
さ
れ
る
が
、
こ
の
広
報

に
関
す
る
市
の
方
向
性
は
。

部
長　

ア
寒
さ
に
よ
る
影
響

で
、
暖
房
器
具
の
使
用
に
よ
る

室
温
の
温
度
差
は
急
激
な
血
圧

変
動
に
よ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
結
露
に
よ
る
カ
ビ
や
ダ

ニ
の
発
生
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

を
引
き
起
こ
す
。
イ
住
宅
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
減
額
制
度
の
継
続
・
拡

充
や
省
エ
ネ
住
宅
に
関
す
る
各

種
優
遇
制
度
の
情
報
提
供
を
し

て
い
る
。
ウ
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
の
創
設
を
予
定
し
て
い

る
。
高
断
熱
建
築
物
の
認
証
制

度
は
今
後
の
研
究
と
し
た
い
。

エ
建
築
士
に
対
す
る
義
務
化
で

あ
る
た
め
、
国
か
ら
照
会
が
あ

れ
ば
必
要
な
広
報
を
し
た
い
。

減
少
の
企
業
に
粗
利
補
償
を
す

べ
き
で
あ
っ
た
。
せ
め
て
特
別

定
額
給
付
金
の
最
低
20
万
円
追

加
給
付
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ウ
地
方
自
治
体
の
歳
入
減
少
は

明
ら
か
で
あ
る
。
減
収
分
の
交

付
金
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

ア
地
方
消
費
税
交
付

金
は
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
減
税
と
な
れ
ば
、
国
は
、

別
の
財
政
支
援
を
確
立
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
イ
必
要
な
い

と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、
国
が

判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
が

必
要
と
判
断
し
た
ら
、
小
金
井

市
と
し
て
も
事
務
作
業
は
行
う

が
、
そ
う
い
う
状
況
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
ウ
交
付
金
を

確
保
す
べ
き
と
い
う
議
員
の
考

え
に
は
賛
同
す
る
。
こ
れ
か
ら

も
求
め
て
い
き
た
い
。

者
と
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

部
長　

ア
医
師
会
、
薬
剤
師

会
と
合
同
で
連
絡
会
を
行
い
、

市
内
５
つ
の
病
院
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
練
馬
区
モ
デ
ル
は

参
考
に
な
る
。
イ
担
当
課
長
及

び
担
当
職
員
を
選
任
し
た
。
更

な
る
強
化
体
制
を
考
え
る
。
ウ

３
月
中
旬
以
降
に
接
種
券
送
付

を
想
定
。
３
月
１
日
か
ら
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
。
市

民
へ
の
周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
周
知
す

る
予
定
。
市
報
で
の
特
集
も
必

要
と
考
え
る
。
エ
昨
年
11
月
に

開
設
さ
れ
た
自
宅
療
養
者
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
体
制

が
充
実
し
て
き
た
。
今
後
の
市

の
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

も
含
め
、
小
金
井
市
の
名
前
が

出
る
以
上
は
準
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
事
業
者
や
団
体
へ
の

周
知
を
。
ウ
市
長
の
立
場
で
の

言
動
に
は
引
き
続
き
留
意
を
。

課
長　

ア
毎
年
度
、
男
女
共

同
参
画
の
視
点
か
ら
、
表
現
に

係
る
調
査
を
実
施
し
、
事
業
担

当
課
に
周
知
し
て
い
る
。
市
の

刊
行
物
や
発
信
す
る
情
報
に
お

い
て
、
中
立
性
・
公
平
性
や
男

女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
表

現
に
留
意
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
表
現
を
用
い
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
長　

イ
市
民
、
事
業
者
、

団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
市
の

目
指
す
べ
き
社
会
づ
く
り
へ
の

理
解
を
図
り
、
幅
広
い
市
民
参

加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
。
ウ
留
意
す
る
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

今
年
度
の
施
政
方
針
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
取
組
が
不
明
確
で
、
総

花
的
で
心
細
い
内
容
と
感
じ
た
。

ア
施
政
方
針
を
述
べ
る
と
す
れ

ば
、「
大
き
く
三
つ
の
お
約
束

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
①

高
齢
者
を
誰
一
人
死
な
せ
な
い
。

②
市
内
の
商
店
・
事
業
者
を
一

つ
も
つ
ぶ
さ
な
い
。
③
子
ど
も

達
の
学
び
を
止
め
な
い
。
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
安
全
で
確
実
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
、
全
庁
を
挙
げ
て
成
功

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
聖
域
な

き
事
業
の
見
直
し
も
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
新
た

な
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
い
っ
た
内
容
が
適
切

と
考
え
る
が
、
市
長
の
感
想
は
。

イ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
市
財
政
が
厳

し
く
な
る
中
、
100
億
円
を
超
え

る
新
庁
舎
等
の
建
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
最
新
の
財
政
計
画
と

新
庁
舎
建
設
の
財
源
計
画
案
を

し
っ
か
り
市
民
に
示
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

ア
全
く
同
様
の
思
い

で
あ
る
。
イ
財
政
健
全
化
を
し

な
が
ら
の
市
政
運
営
と
い
う
難

し
い
舵
取
り
が
必
要
。
新
庁
舎

建
設
の
た
め
に
市
民
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
に
影
響
を
与
え
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
説
明
の
時

期
は
言
え
な
い
が
、
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

❶
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
感
染
者
、
ま
た
濃
厚

接
触
者
と
な
り
自
宅
か
ら
出
に

く
い
同
居
家
族
へ
、
市
と
し
て

の
独
自
支
援
を
行
う
べ
き
。

市
長　

議
会
意
思
に
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
基
金
が
設
置
さ
れ
た
経
緯

も
あ
り
、
基
金
の
使
途
の
一
つ

と
し
て
、
今
後
、
自
宅
療
養
者

へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
本
部
部
会
で
担
当
に
は

伝
え
た
が
、
自
宅
療
養
者
と
な

っ
て
い
る
方
々
へ
の
情
報
発
信

や
、
市
と
し
て
で
き
得
る
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
に

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

❷
近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
が

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

ア
最
近
、
犬
の
ふ
ん
に
関
す

る
相
談
が
増
え
て
き
て
い
る
。

解
決
に
向
け
、「
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
作
戦
」
や
「
イ
エ
ロ
ー
チ

ョ
ー
ク
作
戦
」
等
を
展
開
し
な

い
か
。
イ
犬
猫
マ
ナ
ー
や
、
法

律
に
基
づ
い
た
飼
い
方
に
つ
い

て
、
市
役
所
と
し
て
統
括
的
に

見
て
い
き
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
広
報
・
発
信
し
て
い

く
統
括
的
な
部
署
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
。
改
善
を
求
め
た
い
。

部
長　

ア
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

作
戦
は
、
放
置
さ
れ
た
ふ
ん
の

近
く
に
、「
犬
の
ふ
ん
を
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
記
載

し
た
黄
色
い
カ
ー
ド
を
一
定
期

間
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ

ナ
ー
向
上
へ
の
働
き
か
け
と
と

も
に
、
ふ
ん
の
放
置
を
な
く
す

こ
と
を
目
指
す
取
組
で
あ
る
。

ま
た
、
放
置
さ
れ
た
ふ
ん
に
黄

色
い
チ
ョ
ー
ク
で
時
刻
等
を
記

載
す
る
、
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク

作
戦
を
展
開
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
一
定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
聞
い
て
お
り
、

先
行
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
、
ご
み
ゼ
ロ
推
進
員
か
ら
の

意
見
を
頂
く
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
事
業
展
開
が
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

イ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
生
活
環
境
へ

の
影
響
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
鑑
み
、
環
境
政
策
課
、
ご
み

対
策
課
、
ま
た
健
康
課
と
の
連

携
を
強
化
し
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育

マ
ナ
ー
等
の
啓
発
に
つ
い
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

頻
繁
に
来
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ま
た
、
苦
情
が
あ
っ
て
も
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
児
童
遊

園
、
子
ど
も
広
場
、
緑
地
公
園

等
の
維
持
管
理
の
予
算
額
を
引

き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

小
金
井
市
最
大
の
魅

力
で
も
あ
る
、
水
と
緑
の
重
要

な
部
分
を
占
め
る
市
立
公
園
の

適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

市
長
就
任
以
来
大
変
重
要
視
し

て
き
た
。
現
在
策
定
中
の
新
た

な
み
ど
り
の
基
本
計
画
の
中
に

お
い
て
も
、
住
宅
街
の
小
金
井

市
に
ふ
さ
わ
し
い
緑
の
在
り
方

に
つ
い
て
新
た
に
考
え
を
示
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
実
現
に
向

け
て
、
市
立
公
園
等
の
適
切
な

維
持
管
理
に
つ
い
て
担
当
部
局

と
と
も
に
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

ア
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
し
た
「
市
立
公
園
に
お
け
る

ボ
ー
ル
遊
び
等
の
ル
ー
ル
」
は
、

ボ
ー
ル
遊
び
を
原
則
禁
止
し
て

い
る
が
、
公
園
条
例
に
定
め
る

禁
止
事
項
な
の
か
。
イ
公
園
は

自
由
利
用
が
原
則
な
の
に
、
ル

ー
ル
で
禁
止
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
ウ
こ
の
ル
ー
ル
を

決
め
る
過
程
で
、
子
ど
も
の
意

見
は
聴
い
た
か
。
エ
川
崎
市
の

例
を
参
考
に
、
市
民
と
一
緒
に

ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
な
い
か
。

部
長　

ア
条
例
上
の
禁
止
事

項
で
は
な
く
、
共
通
の
約
束
事

で
あ
る
。
イ
自
由
利
用
の
原
則

は
当
市
も
同
じ
だ
が
、
原
則
禁

止
と
し
た
上
で
、
一
定
の
条
件

下
で
利
用
を
可
と
す
る
公
園
を

示
す
方
が
理
解
を
得
や
す
い
と

考
え
た
。
ウ
子
ど
も
の
意
見
は

特
に
照
会
は
し
て
い
な
い
。
エ

公
園
ご
と
の
ル
ー
ル
は
市
民
と

一
緒
に
つ
く
る
の
が
好
ま
し
い

が
、
共
通
の
ル
ー
ル
は
市
が
つ

く
る
の
が
好
ま
し
い
。

■
そ
の
他
、
審
議
会
等
の
情
報

公
開
、
成
人
式
実
行
委
員
会
、

こ
ど
も
議
会
や
若
者
議
会
等
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
と
し
て

国
に
強
く
求
め
る
べ
き

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
命
と

生
活
を
守
る
体
制
整
備
を

今
後
の
市
政
運
営
に

つ
い
て
問
う

省
エ
ネ
・
健
康
維
持
の
た
め

住
宅
の
断
熱
性
向
上
を

女
性
も
男
性
も

性
的
少
数
者
も
自
分
ら
し
く

癒
し
を
も
た
ら
す
ペ
ッ
ト

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
も
大
切

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

自
宅
療
養
者
へ
の
支
援
策
を

ボ
ー
ル
遊
び
を
禁
止
せ
ず

市
民
と
話
し
て
決
め
よ
う
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田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
密
に

な
ら
ず
に
遊
べ
る
の
が
野
外
の

遊
び
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
今

は
放
課
後
の
校
庭
で
は
遊
べ
ず
、

プ
レ
ー
パ
ー
ク
、
移
動
児
童
館
、

わ
ん
ぱ
く
号
等
が
定
員
や
回
数

に
制
限
が
あ
る
。
ア
そ
の
理
由

は
何
か
。
イ
放
課
後
や
休
日
の

校
庭
遊
び
を
勧
め
て
ほ
し
い
。

ウ
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
、
定
員
を

設
け
ず
、
ま
た
近
隣
市
の
子
ど

も
も
受
け
入
れ
る
べ
き
。
ま
た

飲
食
の
禁
止
に
つ
い
て
も
、
自

分
で
焼
い
て
食
べ
ら
れ
る
も
の

等
は
禁
止
を
解
除
で
き
な
い
か
。

部
長　

ア
東
京
都
教
育
委
員

会
か
ら
、
放
課
後
は
速
や
か
に

帰
宅
し
、
部
活
動
は
中
止
と
の

文
書
が
発
出
さ
れ
た
。
よ
っ
て

片
山　

薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
厚
生
労
働
省
は
、
生
活
保

護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
と
呼

び
掛
け
た
が
、
生
活
保
護
だ
け

は
利
用
し
た
く
な
い
と
い
う
方

は
多
い
。
相
談
し
よ
う
と
思
え

る
窓
口
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

ア
オ
ン
ラ
イ
ン
生
活
保
護
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

イ
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
検
討
を
。

ウ
扶
養
照
会
の
撤
廃
を
。

部
長　

ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
一
定
承
知

し
て
い
る
。
イ
研
究
し
た
い
。

ウ
一
律
に
実
施
す
る
も
の
で
は

な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
照
会

を
保
留
す
る
こ
と
も
あ
る
。

❷
ア
乳
幼
児
の
予
防
接
種
の

案
内
に
お
い
て
、
重
症
化
率
、

副
作
用
、
副
反
応
等
は
ど
う
伝

紀　

由
紀
子

（
公
明
党
）

私
は
４
期
16
年
、
市
民
の
声

を
届
け
、
多
く
の
こ
と
を
実
現

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
市
民
・

職
員
の
皆
様
に
感
謝
す
る
。

❶
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
（
出
産
に
関
し
て
）。
ア
東

京
都
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
２
年
間
、

出
産
家
庭
へ
都
独
自
で
10
万
円

分
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

育
児
用
品
を
提
供
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
対
応
を
進
め

な
い
か
。
イ
出
産
後
に
心
身
の

変
調
を
来
す
産
後
う
つ
予
防
の

た
め
、
産
婦
健
康
診
査
事
業
へ

の
費
用
助
成
を
行
わ
な
い
か
。

部
長　

ア
東
京
都
か
ら
市
区

町
村
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
実

篠
原
ひ
ろ
し

（
改
革
連
合
）

税
収
減
が
予
想
さ
れ
る
中
、

た
ば
こ
税
の
現
状
を
明
ら
か
に

し
て
、
税
収
増
に
取
り
組
む
方

策
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
増
収

を
図
る
努
力
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
た
ば
こ
税
の
負
担
割
合

は
約
62
％
が
税
金
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
22
・
７
％
が
区
市
町
村

に
収
納
さ
れ
る
。
当
市
は
約
４

億
９
千
万
円
の
税
収
で
あ
る
が
、

同
等
の
人
口
で
あ
る
国
分
寺
市

は
約
８
億
円
の
税
収
が
あ
る
。

東
京
都
区
内
と
多
摩
地
域
の
た

ば
こ
税
収
額
を
比
較
す
る
と
、

勤
務
先
で
購
入
し
て
い
る
人
が

多
い
こ
と
が
分
か
る
。
例
と
し

て
、
港
区
で
は
60
億
円
も
の
た

ば
こ
税
収
が
あ
り
、
千
代
田
区

は
人
口
比
で
我
が
市
の
12
倍
ほ

ど
の
税
収
と
な
る
。「
た
ば
こ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
」
と
の

意
味
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
市

内
で
の
購
入
を
呼
び
掛
け
る
に

は
、
喫
煙
所
の
整
備
や
補
助
を

行
い
、
分
煙
環
境
を
整
え
る
な

ど
、
市
内
購
入
の
呼
び
掛
け
と

税
還
元
策
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

市
内
で
購
買
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
周
知
す
る
こ
と

は
、
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

え
て
い
る
か
。
イ
救
済
制
度
は
。

ウ
予
防
接
種
が
保
育
所
の
入
所

要
件
と
な
っ
て
い
な
い
か
。
学

校
で
強
制
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

部
長　

ア
冊
子
で
案
内
し
て

い
る
。
イ
予
防
接
種
と
健
康
被

害
の
因
果
関
係
が
認
定
さ
れ
た

場
合
、
そ
の
方
を
救
済
す
る
制

度
が
あ
る
。
ウ
接
種
歴
の
有
無

を
理
由
に
保
育
所
の
利
用
を
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
学
校

で
強
制
す
る
考
え
は
な
い
。

❸
権
利
意
識
の
醸
成
の
た
め

に
は
、
主
権
者
教
育
に
力
を
入

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
の

権
利
条
例
を
基
本
条
例
と
し
て

組
み
立
て
、
各
施
策
に
い
か
さ

れ
て
い
る
か
。

部
長　

の
び
ゆ
く
子
ど
も
プ

ラ
ン
小
金
井
で
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１
月
８
日
か
ら
市
は
放
課
後
子

ど
も
教
室
と
校
庭
開
放
事
業
を

中
止
し
た
。
申
込
み
制
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
わ
ん
ぱ
く
号
は

感
染
対
策
で
現
場
職
員
の
判
断

と
し
た
。
学
芸
大
学
プ
レ
ー
パ

ー
ク
は
、
大
学
か
ら
入
校
者
の

把
握
を
求
め
ら
れ
、
２
時
間
ご

と
の
３
枠
で
定
員
を
設
け
た
。

く
じ
ら
山
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
区

域
内
で
の
一
度
の
利
用
者
を
30

人
と
し
た
。
イ
学
校
や
放
課
後

子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
調
整

が
必
要
で
あ
る
。
感
染
状
況
を

踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ウ
く
じ
ら
山
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は

近
隣
市
ま
で
拡
大
し
た
が
、
学

芸
大
学
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
市
内

の
子
ど
も
を
優
先
し
た
い
。
飲

食
は
、
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
当

面
今
の
制
度
で
対
応
し
た
い
。

施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
イ

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

❷
図
書
館
に
つ
い
て
。
安
心

し
て
図
書
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
、

図
書
消
毒
機
が
設
置
さ
れ
た
。

10
年
前
か
ら
訴
え
て
き
た
電
子

書
籍
の
導
入
も
２
０
２
０
年
12

月
か
ら
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
だ
け
で
な
く
、

図
書
館
に
足
を
運
べ
な
い
人
で

も
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
音
声
の

読
み
上
げ
や
文
字
の
大
き
さ
の

変
更
等
、
様
々
な
機
能
が
あ
る
。

ア
電
子
書
籍
の
周
知
を
更
に
進

め
な
い
か
。
イ
電
子
書
籍
の
図

書
数
を
拡
充
し
な
い
か
。

部
長　

ア
講
座
等
の
実
施
な

ど
、
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。
イ
今
後
も
拡
充
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
新
庁
舎
等
の
建
設
は
、
大

幅
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
可
能
に
す

る
設
計
案
に
転
換
を
。
ア
昨
年

10
月
、
一
定
の
財
政
見
通
し
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
財
政
見
通
し

な
ら
ば
、
建
設
予
算
を
出
せ
る

の
か
、
出
せ
な
い
の
か
。
イ
小

金
井
市
の
歴
史
の
中
で
、
建
設

費
が
確
実
に
拠
出
で
き
る
と
い

う
前
提
が
な
い
ま
ま
実
施
設
計

を
進
め
た
事
例
は
あ
る
の
か
。

市
長　

ア
現
時
点
で
は
判
断

で
き
る
段
階
で
は
な
く
、
実
施

設
計
の
積
算
が
終
わ
っ
た
時
点

で
一
定
の
判
断
を
し
て
い
く
。

部
長　

イ
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
ま
で
は
精
査
し
て
い
な
い
。

❷
少
数
精
鋭
の
市
役
所
を
目

指
し
て
。
来
期
は
行
財
政
改
革

や
人
件
費
の
問
題
に
つ
い
て
、

各
論
に
入
り
カ
ル
テ
の
よ
う
な

も
の
も
作
り
た
い
。
行
財
政
改

革
担
当
に
も
協
力
願
い
た
い
。

部
長　

類
似
団
体
と
比
較
し
、

分
析
し
つ
つ
、
人
員
を
見
直
す

こ
と
は
今
後
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

■
そ
の
他
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
更
な
る

充
実
を
」
と
題
し
て
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
・
保
育
等
従
事
者

へ
の
継
続
的
な
慰
労
、
自
宅
療

養
者
へ
の
支
援
、
商
工
業
者
へ

の
支
援
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
市

民
活
動
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
主
張
し
、
ま
た
、
商
工
業

者
へ
の
支
援
で
は
、
事
業
継
続

支
援
給
付
金
・
事
業
者
応
援
金

の
不
用
額
も
活
用
し
、
第
３
弾

の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
市
税
等
の
徴
収
に
生
活
再

建
型
の
支
援
を
求
め
る
。
ア
納

税
猶
予
を
し
た
方
は
、
今
年
、

現
年
度
分
も
合
わ
せ
て
課
税
さ

れ
る
た
め
、
親
身
に
支
援
す
べ

き
。
イ
納
税
で
き
な
い
方
に
生

活
再
建
型
の
支
援
を
行
う
べ
き
。

課
長　

ア
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
、
対
応
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
イ
丁
寧
に
対
応
す
る
。

必
要
な
方
は
他
課
に
同
行
し
て

相
談
す
る
こ
と
も
あ
る
。

❷
生
活
保
護
を
利
用
し
や
す

く
す
べ
き
。
ア
生
活
保
護
は
国

民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
市
と

し
て
周
知
・
啓
発
を
行
わ
な
い

か
。
イ
扶
養
照
会
は
、
法
的
義

務
は
な
い
と
の
国
会
答
弁
が
あ

っ
た
。
市
民
へ
の
周
知
と
と
も

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
わ
り
、
自
治
体
の
事
務

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
不
適
切
な
事
務
処
理

が
相
次
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
か
つ
て
な
い
規
模

で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
も
控

え
る
中
、
適
切
な
組
織
的
運
営
、

役
割
の
分
担
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
内
部
統
制
の
考
え
方

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ア
地
方
自

治
法
の
改
正
で
内
部
統
制
を
整

備
・
運
用
す
る
努
力
義
務
が
課

せ
ら
れ
た
が
、
本
市
で
も
導
入

を
検
討
し
な
い
か
。
イ
市
長
等

の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、

条
例
で
限
度
額
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

多
摩
26
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

ウ
市
政
運
営
を
担
保
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
の
が
監
査
制
度
で

あ
る
が
、
そ
の
充
実
強
化
の
内

容
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

部
長　

ア
こ
の
間
の
状
況
を

踏
ま
え
、
担
当
業
務
を
見
つ
め

直
し
改
善
す
る
こ
と
に
重
き
を

置
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推

進
委
員
会
に
よ
る
全
庁
的
な
取

組
を
着
実
に
進
め
た
い
。
イ
制

定
済
が
４
市
、
制
定
予
定
が
５

市
、
検
討
中
が
本
市
を
含
め
13

市
、
予
定
な
し
が
４
市
で
あ
る
。

局
長　

ウ
昨
年
、
小
金
井
市

監
査
基
準
を
策
定
し
公
表
し
た
。

そ
れ
に
沿
っ
て
監
査
を
行
う
こ

と
で
、
着
眼
点
や
報
告
書
の
内

容
が
明
確
に
な
り
、
一
定
の
水

準
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

に
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
。
ウ

自
営
に
必
要
な
店
舗
等
、
資
産

が
あ
っ
て
も
生
活
保
護
を
利
用

で
き
る
こ
と
を
周
知
す
べ
き
。

部
長　

ア
生
活
保
護
の
し
お

り
に
掲
載
し
て
い
る
。
イ
丁
寧

に
対
応
し
て
き
た
。
分
か
り
や

す
い
説
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ウ
困
っ
た
際
は
、
ま
ず
は
相
談

す
る
よ
う
周
知
に
努
め
た
い
。

❸
ア
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
に
よ
る
住
宅
確
保
要
配
慮

者
へ
の
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸

住
宅
の
確
保
を
検
討
す
べ
き
。

イ
生
活
困
窮
者
へ
の
住
宅
政
策

を
具
体
化
し
て
ほ
し
い
。

部
長　

ア
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
作
業
の
中
で
、
調

査
・
分
析
を
進
め
る
。
イ
庁
内

の
連
絡
体
制
を
、
福
祉
部
門
と

連
携
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

無
症
状
の
感
染
者
が
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
検
査
数
を
増

や
し
、
無
症
状
を
含
め
た
感
染

者
を
適
切
に
発
見
、
保
護
、
隔

離
し
、
更
に
接
触
者
を
追
跡
し

て
検
査
・
保
護
に
つ
な
げ
る
と

い
う
「
検
査
・
保
護
・
追
跡
」

を
一
体
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

感
染
拡
大
を
防
ぎ
市
民
生
活
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
医
療

機
関
、
福
祉
施
設
、
学
校
、
接

待
を
伴
う
飲
食
店
な
ど
、
ク
ラ

ス
タ
ー
リ
ス
ク
の
高
い
施
設
に

お
け
る
職
員
・
利
用
者
等
へ
の

定
期
的
な
社
会
的
検
査
を
求
め

る
。
イ
３
月
末
で
終
了
す
る
発

熱
外
来
セ
ン
タ
ー
を
４
月
以
降

も
延
長
し
、
休
日
・
祝
日
の
運

用
を
求
め
る
。
ウ
緊
急
事
態
宣

言
下
に
お
い
て
も
感
染
拡
大
を

抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
は
、

検
査
の
取
組
が
弱
い
か
ら
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

部
長　

ア
検
討
課
題
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
医
療
機
関
向

け
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
東
京
都

な
ど
が
広
域
的
に
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
イ
今
後
、
状
況

を
見
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長　

ウ
因
果
関
係
は
ま
だ

分
か
っ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

今
後
、
様
々
な
分
析
が
出
さ
れ

て
く
る
も
の
と
思
う
。

■
そ
の
他
、
加
齢
性
難
聴
者
へ

の
補
聴
器
購
入
補
助
、
市
内
北

西
エ
リ
ア
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

を
求
め
ま
し
た
。

扶
養
照
会
の
撤
廃
を
／

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
慎
重
に

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

も
っ
と
子
ど
も
の
外
遊
び
を

ム
ダ
遣
い
は
や
め
て

「
脱
ム
ダ
改
革
」推
進
を

た
ば
こ
税
の
現
状
と

税
収
増
へ
の
取
組

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

（
出
産
に
関
し
て
）

市
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化
に
向
け
て

困
っ
て
い
る
人
に

優
し
い
政
治
を

コ
ロ
ナ
を
抑
え
る
た
め

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

民有地に設けられた屋外喫煙所
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

次の案件は、各委員会で総括の意見・要
望（感想）の発言を行い、調査を終了し、
３月 ５日の本会議で調査報告を行いました。

厚生文教委員会
▶所管事務調査（小金井市保健福祉総合計
画に関する諸問題の調査）
▶所管事務調査（子ども施策に関する諸問
題の調査）
▶所管事務調査（社会教育施策に関する諸
問題の調査）

建設環境委員会
▶所管事務調査（駅周辺整備に関する調査）
▶所管事務調査（市内都市計画、自然環境
及び住環境に関する調査）
▶所管事務調査（資源循環社会形成に関す
る調査）

総務企画委員会
▶所管事務調査（小金井市公共施設等総合
管理計画の進捗状況と方針についての諸問
題の調査）
▶所管事務調査（地域防災、減災及び被災
者支援についての諸問題の調査）

議会運営委員会
▶議会改革に関する諸問題の調査

委員会の調査案件

広
報
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
３
月
４
日
】

▼�

　
小
金
井
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
中
間
報
告
（
案
）
に
つ
い
て

次の案件は、４月４日に議員の任期が満了した
ことに伴い、常任委員会及び議会運営委員会の案
件は廃案となり、各特別委員会の調査は特別委員
会とともに消滅しました。

総務企画委員会
▶平成２９年市議会議員選挙で、立候補者が市の指
定管理である施設の名簿を選挙活用した事が法令
に照らし適正だったかの検証陳情書　▶都選管の
収支報告書に記載されている寄附の事実解明を求
める訴え陳情書　▶元市議候補による個人情報盗
用など一連の疑惑について地方自治法１００条に基
づく調査を求める陳情書　▶小金井あんず園への
委託事業継続の是非に関し、小金井市議会に厳正
調査を求める陳情書　▶９月１５日参考人招致議事
録の完成が遅いことで議会審議も遅延となってい
ないか事情を議会で検証頂きたい陳情書　▶監査
委員の議員枠撤廃を求める陳情書　▶小金井市に
おける分限免職の適用基準ならび適用状況の確認
と今後の運用に関する考え方を聞く陳情書　▶情
報公開請求の個人情報理由による開示拒否基準の
規定と運用について聞く陳情書　▶高額補助財政
援助団体への監査は部局並みのスケジュールで行
うことを求める陳情書　▶市役所職員採用時に高
齢者就業支援の一環としてシルバー人材センター
会員枠を設けることを求める陳情書　▶はけ下住
民に対するはけ坂による障害を緩解するためには

け下地区には必ず市役所の出張所を設けることを
求める陳情書　▶ＨＰ上にある公共データについ
てオープンデータ施策の遵守を求める陳情書

厚生文教委員会
▶収支相償の赤字分に思慮のおよばない高齢福祉
担当課長に再答弁の機会を付与することを求める
陳情書　▶特定非営利活動法人子供の保育を考え
る会・ママの部屋の保護者に対する保育費用補助
についての陳情書

建設環境委員会
▶３０年後の可燃ごみ処理体制の早期確立を求める
陳情書

議会運営委員会
▶小金井市議会議員定数条例の一部を改正する条
例　▶監査委員を務める議員が決算特別委員会の
委員にならないことを求める陳情書　▶①次期定
例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議
会運営に関する調査、②議会の会議規則、委員会
条例等に関する調査、③議会運営に関する議長の
諮問事項について

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査

行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

各
部
会
の
状
況
報
告
に
つ
い
て

そ
の
他

【
３
月
８
日
】

▼
１

▼
２

コロナ危機の中で学ぶ子どもた
ちに、少人数学級の実現で、学
ぶ権利を保障することを求める
意見書

子どもたちの個別最適な学びの実現、感染症等の緊急時に全ての子ども
たちの学ぶ権利を保障するため、少人数学級へ早急に踏み出すことが求
められている。よって政府と東京都に早期実現とそのための財政支援を
求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

国の責任で安全・安心な保育・
学童保育の実現を求める意見書

質の高い保育・学童保育を格差なく保障するため、保育環境に関わる基準
の抜本的引上げ、職員の配置基準改善及び増員、職員の処遇改善、待機児
童解消、子育て支援策の拡充などの予算措置、制度改善の対応等を求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

森喜朗氏のJOC臨時評議員会
における女性差別発言に対して
強く抗議し、出処進退を明らか
にすることを求める意見書

森会長の女性差別発言が、女性の公的場面における発言に関して行われ
たことは女性の発言を封じ、女性の存在意義を無にすることにつなが
る。発言に対し強く抗議し、森会長の出処進退を明らかにすることを強
く求める。

△ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 原案可決

福島第一原発事故避難者への支
援の強化・継続を求める意見書

避難者の緊急実態調査と福祉行政・民間連携による生活困窮者の早期発
見と支援、住宅支援の再開と継続、医療・介護保険等の保険料・窓口負担
（利用者負担）の減免措置を打ち切らず継続し、対象地域の拡大を求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

生活保護を必要な人が必要なと
きに受けられるよう制度の見直
しを求める意見書

「生活保護」から「生活保障」への名称変更、扶養照会の廃止、住まいを
なくした人が公営住宅や民間アパートに緊急入所できる制度、生活保護
費の自治体負担をなくすこと、生活保護基準の引上げ等を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

時限的に消費税の減税を求める
意見書

緊急事態宣言が再度発令され、国民には経済的に大きな負担となってい
る。消費税減税は消費を促すと共に、国民の精神的バックアップとな
る。減税の時限的措置により国民の生命と生活を守るため、消費税減税
を求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

特別定額給付金の追加給付を求
める意見書

新型コロナウイルスに対する経済的支援の本来あるべき政策は、企業に
粗利補償を行い被雇用者を保護することである。しかし、経済的に窮す
る国民を守るため、早急に特別定額給付金を追加給付することを求める。

△ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

地方自治体の歳入減少を補填す
る交付金を求める意見書

新型コロナウイルスによる日本経済への打撃は戦後最大であり、地方自
治体の歳入減少は明らかである。政府が、国民の生命財産を守るために
地方自治体に減収補填のための交付金の支給を緊急に執行することを求
める。

△ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（仮称）文化芸術復興基金を創
設し文化芸術の抜本的な支援を
求める意見書

文化芸術の分野は、コロナ禍で危機的事態である。文化芸術の灯を絶や
すことのないようにするためにも、国の抜本的な支援が必要である。と
りわけ、国費による文化芸術復興基金を創設し、支援することを求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

７５歳以上の高齢者の医療費窓口
負担２倍化を撤回することを求
める意見書

政府は７５歳以上の高齢者に、原則１割の窓口負担に２割負担を設け、負担増
を押し付けようとしている。コロナ危機で高齢者の命と健康が脅かされ
ており、受診控えにつながる負担増は行うべきではなく、撤回を求める。

× × × 議 × × × × × △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

東京都新型コロナウイルス感染
症緊急包括支援事業の補助対象
拡充を求める意見書

東京都新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業では、児童福祉施設等
の職員等が自主的にPCR検査を受診しても、受診に要した経費は補助の
対象外である。現場の職員の不安解消のため補助対象とするよう求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新庁舎等建設予定地の浸水問題
への一連の対応について西岡市
長の責任を厳しく問う決議

都の浸水予想区域図改定に当たり、長期間情報提供しなかったこと、危険
性を検証せず基本設計を終え、実施設計を発注したこと、検証を怠り、本年
まで対策方針が策定できなかったことについて市長の責任を厳しく問う。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 原案可決

公共施設マネジメント推進のた
めの体制構築に早急に取り組む
ことを求める決議

１年後から設計の始まる学校施設を始め、公共施設マネジメントを進める
に当たり、市域の全体構想と共に個別事案について庁内を横断した連携
調整が求められる。早急に必要な権限と人員を含めた体制構築を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西岡市長が市長選挙で約束した
ことを都市計画マスタープラン
中間報告に反映させることを求
める決議

西岡市長が市長選挙で「市民が望まない都市計画道路はつくらせない」と
約束したことが、都市計画マスタープラン中間報告（案）に具体的に記載
されていない。該当項目に何らかの形で反映させることを求める。

× × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

新庁舎及び（仮称）新福祉会館
建設についての財政的裏付けを
早急に明らかにし、コストダウ
ンの検討を求める決議

市財政が深刻な事態となると予測される中で、市長に対して、新庁舎等建
設についての財政的な裏付けを早急に明らかにするとともに、コストダ
ウンの方策について、あらゆる可能性を検討することを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

審議未了となった案件
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次の定例会は令和3年6月3日（木）開会予定です。

コロナ禍の今、自治体の運営に何が最も大事なのか。
先行きが不透明で、感染の不安や生活困窮の不安、
また人と出会えない孤立の不安もある。市長は、
「持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現」を
掲げたが、そのために市役所全体で待つ支援から出
向く支援への転換を求める。また、住まいの確保
や、子どもから若者まで見通した支援も必要である。

昨年からの感染症の影響を踏まえ、社会的価値観
が大きく変容している。人生100年時代への対応と
ともに、その流れを先取りして小金井市役所を変
え、施策展開を考えてほしい。その1つの鍵が「デ
ジタル化」である。推進するためにはこれまでの市
の体制が脆弱なことは指摘してきたが、組織改編も
含め体制構築が必要である。
もう一つ、公共施設マネジメントにおいては、既

存の施設の更新という発想にとどまらず、市の将来
をデザインしながら進めるべきである。例えば、公
共施設の床面積の約6割を占める公立小・中学校の
建て替えに当たっては、これまでの発想の枠を超
え、学童保育所、図書室、集会施設等の多機能を併
せ持つ施設とするなど、新しい地域コミュニティの
中心的存在として位置付ける工夫を求める。

新型コロナウイルスに関し、小金井市長として市独
自の断固とした取組を冒頭にうたい、市民に向けて安
心と希望のメッセージを送るべきであった。あわせ
て、新型コロナウイルスに対応する内容が薄く、市民
の命を守るという点が感じられず、残念に感じた。
次に、新庁舎等複合施設建設事業について、浸水
対策の必要性を見逃した責任に施政方針では一言も
触れず、結果、今定例会を混乱させ、会期延長する
結果となった。
さらに、公共施設マネジメントについても、本
来、長期的かつ全庁横断的な視点で公共資産の質と
量、コストの最適化に取り組むべきであるにもかか
わらず、施設再配置についての考え方が示されず、
組織の体をなしていないと言わざるを得ない。
行財政改革の取組では、市長選挙で掲げた財政効
果40億円、行財政改革プランで掲げた職員80人削減
にいずれも遥かに届かず、公立保育園の民営化も、
その目標期限を度々延伸している実態があり、現場
の混乱を呼んでいる。
他方、私たち公明党が進めてきた施策が様々取り
入れられている点は高く評価したい。例えば、小・
中学校トイレへの洋式化に関し、新年度で50%を達
成させること、中学校全校の体育館にエアコンを整
備すること、児童生徒1人1台のパソコンを有効活
用した授業の改善、医療費助成の所得制限の改善、
Wi―Fi環境の整備、高齢者向けのICT利活用支援、
フレイル予防の推進などである。
今後も、住民福祉の増進を基本として、行政を総
合的に実施するため、市長に対し、その責任の自覚
とともに適正な執行を求めたい。

新型コロナウイルス感染症の影響への適切な対応
を図りつつ、本市の最重要課題として新庁舎等複合
施設建設事業を本市の将来のために実現すべき重要
な課題と捉えたことは、新庁舎と（仮称）新福祉会
館の早期竣工を願う声に応えるものとして高く評価
するとともに、公共施設マネジメントでは、遅れが
指摘されている個別施設計画策定と公共施設等総合
管理計画を改定する中で、早急に全体的な方向性を
示していくよう要望する。
新年度予算編成は、新型コロナウイルス感染症の

拡大防止と経済活動の回復を図りつつ、誰一人取り
残さない社会の実現を目指し、持続可能で多様性と
包摂性のある社会を実現し、危機から新しい未来へ
向けた予算として編成したとの方針を示した。コロ
ナ禍を市民とともに乗り越えるために、互いの違い
を認め、多様性を尊重し、社会的包摂性のある社会
の実現を目指すと宣言した部分は特に注目した部分
である。本市の人口が、直近の1年間で多摩地区ト
ップクラスの人口増となったことは明るいニュース
であるが、今後も本市が選ばれるまちであり続ける
ためには、転入した新市民の期待を裏切ることのな
いよう、引き続き最大限努力すべきである。新年度
においては、未経験の大事業となる新型コロナウイ
ルスワクチン接種を円滑に執行し、感染拡大防止に
全力を傾注すること。長引くコロナ禍により希薄化
した人・地域・多様なつながりの回復を意識した市
政運営を力強く実現し、国・東京都の支援対象外と
なる市民の生活を全力で守るため、全力で努力する
ことを要望し、会派「みらいのこがねい」の意見・
要望とする。

2011年の東日本大震災、福島第一原発事故への記
述が一切なかったことは非常に残念である。質疑で
もそのように指摘した。本来は、東京電力の電気を
使用している当事者としても、また原発事故避難者
がいる自治体としても、反省の念に立ち、原発をな
くすために自治体でできるわずかなこととして、再
生可能エネルギーの使用を語るべきである。

再度緊急事態宣言が発令された結果、日本国民及
び地方自治体は経済的に大きなダメージを受けた。
市長には次の3項目を国に強く求めるべきであると
提言した。①時限的な消費税の減税。②特別定額給
付金の追加給付。③地方自治体の歳入減少を補填す
る交付金。
市長は、地方自治体への交付金には賛意を示した
が、他の2項目には全く熱意がなかった。

市長は就任以来、市役所の人件費を膨らませてし
まった。施政方針でも、人件費削減に向けた明確な
作業手順は明示されていない。また、新庁舎等建設
に関して、市長が進める設計は、巨額のムダを生む
など多くの重大欠陥があり、大幅コストダウンに向
けた見直しが必要である。令和7年度末に財政調整
基金が残高ゼロとなる財政見通しを直視すべきであ
る。

「はじめに」について。可燃ごみ処理問題は新た
な第一歩を進め、今は大きな課題として新型コロナ
ウイルス対策、新庁舎等建設、公共施設マネジメン
トを挙げている。いずれも大きな財源を必要とし、
新型コロナウイルス感染症は歳入減をもたらすこと
になる以上、何を優先するかを施政方針として述べ
られなければならないが、それがないのは方針が示
されていないとも言え、残念である。
「自然・まち・暮らしが調和するまちづくり」に
ついて。武蔵小金井駅南口第2地区再開発事業によ
る再開発ビルの完成により、歩いて楽しいまちのに

ぎわいが新しく生まれたが、駅周辺での渋滞等、新
たな課題を認識しているか疑問である。ウィズコロ
ナの中、避難所運営は新たな局面を迎えているが、
準備と認識は以前のままとの印象を強く持った。
「すべての人が自分らしく、安心して暮らせるまち
づくり」について。地域共生社会の実現を目的として
昨年から福祉総合相談窓口が設置されている。困っ
ている市民がどこに相談したらいいか、たらいまわし
にされることもしばしばあり、今後は縦割り行政の体
制を解消し、相談者の問題解決の道筋を立てることが
できるのか、今後も引き続き注視していきたい。
「子どもが子どもらしく、のびのびと育つまちづ
くり」について。未就学児の増加率は多摩26市中ト

ップであり、保育園の創設等で待機児童の減が必要
である。民生費は237億円となり、保育園の充実が
図られている。しかし、将来的には子ども人口の減
が予測されており、その対応を踏まえた計画を立て
ていくことが求められる。
「これからの自治体運営と市役所改革」につい
て。新型コロナウイルス感染症の影響で財政が非常
に厳しくなることが確実視されている。令和7年度
には財政調整基金が僅か2億円になるとの想定も示
された。市長は戦略的に行財政改革を進めると言う
が、公約で掲げた目標達成も程遠いのが現状であ
る。事業見直しや資産活用など、具体的な方策を早
期に示すべき。

年度ごとに示される施政方針は市政全般にわたる
政策・施策を提示することになるので、総花的な内
容にならざるを得ない。コロナ禍により第5次基本
構想・前期基本計画が延期されているため、それら
が反映した方針とは評価出来ない。
今後の経済動向・人口減・年齢構成・都市計画な

ど社会動向を議会とも情報共有し、将来を見据えた
論議をしていくべきである。

全体的に、予算説明のような施政方針であったと
いう印象を受けている。
学校給食調理業務の課題を、市長はどう捉えてい

るか質問した際に、「味や伝統、文化を継承していく
こと」と答弁した。今後、小学校給食調理業務の更
なる委託が示されているが、これらを継承できる体
制の構築を早急に望む。

１　市民の暮らしや営業に寄り添った市政に
新型コロナウイルスの影響で痛手を受けている市

民の暮らし・営業に寄り添い、支えていくことが求
められる。市が昨年行ったアンケートでは、「収入
が減少した」という声が多数寄せられており、こう
した声に応えるべきである。
２　「行革」の在り方の見直しを
財政計画では深刻な状況が示された。今後の財源

を生み出す方策として、市税等の収納率向上、民間
委託や民営化を促進している。今までどおりの市民
犠牲の「行革」は見直すべきで、市民の命と健康、
暮らしを守ることを優先にすべき。約110億円の新
庁舎等建設のコストダウンこそ行うべきである。
３　新型コロナウイルス対策を最優先に
国や東京都に支援を求め、市としてPCR検査拡充

などを促進すべきである。
４　都市計画道路は明確に反対の表明を
優先整備路線に指定された都市計画道路につい

て、施政方針では「適切に対応していく」と述べて
いる。市長の公約である、「市民の望まない道路は
作らせない」との発言はどこに行ったのか。明確に
反対の意思を表明すべきである。

原稿は議員が作成しております

自由民主党・信頼の小金井

日本共産党小金井市議団

小金井市議会公明党 みらいのこがねい

小金井をおもしろくする会

こがねい市民会議 情報公開こがねい

生活者ネットワーク 緑・つながる小金井

施政方針に対する各会派の見解

改革連合

市民といっしょにカエル会

令和３年度
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